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1インドネシアの地方分権化による
十十 村落自治組織の再編(1)
ジャワ農村の事例 から
黒 柳 晴 夫
はじ め に
周知のように、かつての第2 代大統領スハルト
の「新秩序体制（Orde Baru ）」は、多民族国家の
政治と社会秩序の安定を実現するために「統一」
を重視し、その安定した社会体制の下で地方の農
村の隅々 にいたるまで「T開発」を推進することを
目指した。このよう な開発 第一主義をとったの
は、開発の推進が結果的に貧困層にまで利益の配
分がおよぶとの考えによるものであ った。した
がって、換言すれば、農村開発政策の重視は、地
方の安定した社会秩序の確立と政治的統制をその
政策の推進手段として必要としたからだ、ともい
えるのである。　　　　　　　　十
その開発戦略を簡単にいえば、海外の投資家や
資本家の開発投資にインドネシア経済を開放する
とともに、国内にあって は末端の村落社会の生活
にいたるまで国家の統制をおよぼし、さらにそれ
らの推進のために国が認める以外のイデオロギー
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を受け入れない政治的閉鎖状況を形成してきたこ
とであった、といえるだろう。
新秩序体制は、確かに一方で農村開発を推進し
てきた。しかし他方で、人びとの生活にまで国家
が介在し、上からの管理的手法によって開発が推
進されてきた代償は、むしろ高いものについた、
とさえいえる。たとえば、よく指摘されてきたよ
うに村落社会のさまざまな活動が日常的に管理・j
統制されたこと、小スハルトと鄭楡されたよう に、
村落社会においても一部のリーダーへ権力が集中
し、かれらによる公平性を欠いた権力 の行使が珍
しくなかったこと、また人びとの不満を公にさせ
ない行政的な対応や社会的諸制度の形式主義的な
適用が当たり前のように行われたこと、などに象
徴的に示されるような社会的歪みをもたらしてき
たからである。　 犬　　　　　　し
ところが、1997年タイに端を発した通貨危機が
インドネシアでは社会的・政治的危機に発展し、
翌年の5 月政変によって32 年間続いたスハルト
の権威主義的支配が終焉を告げた。これは、一方
で世界銀行やIMF に主導されたい わゆる市場重
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視 、 ま た 他 方 で 先 進 国 主 導 の 国 際 世 論 に 後 押 し さ
れ た 民 主 主 義 重 視 へ の 転 換 を 余 儀 な く さ れ た も の
で あ り 、 換 言 す れ ば イ ン ド ネ シ ア も い わ ゆ る グ
ロ ニ バ リ ゼ ー シ ョ ン と い う 世 界 的 変 動 の 大 波 に 曝
さ れ て い た こ と を 象 徴 的 に 示 す も の で あ っ た 。
特 に 民 主 主 義 の 大 波 は そ れ ま で の 中 央 集 権 的 な
行 政 制 度 の 分 野 に も 押 し 寄 せ 、 そ の 地 方 分 権 化 の
実 現 に 大 き な 影 響 を 与 え た 。 ス ハ ル ト の 退 陣 を 受
け て 第3 代 大 統 領 に 就 い た ハ ビ ビ の 下 で 急 速 に 制
度 的 な 民 主 化 が 進 め ら れ 、1999 年5 月 に 新 た に
「 地 方 行 政 に 関 す る1999 年 イ ン ド ネ シ ア 共 和 国
法 律 第22 号 （Undang-undang Republik
Indonesia Nomor 22 Tahun 1999 tentang
Pemerintahan Daerah ）」 （以 下 丁1999 年 地 方 行 政
法
）
と 略 記 ） が 制 定 さ れ 、 ス ハ ル ト 体 制 下 の1979
年 に 制 定 さ れ た 「 村 落 行 政 に 関 す る1979 年 イ ン
ド ネ シ ア 共 和 国 法 律 第5 号 （Undang-undang
Republik Indonesia Nomor 5 Tahun  1979 tentang
Pemerintahan Desa ）衣 以 下 「1979 年 村 落 行 政 法 」
と 略 記 ） に 取 っ て 代 わ っ た 。。 こ の1999 年 地 方 行
政 法 は 、 ス ハ ル ト の 新 秩 序 体 制 下 で 築 き 上 げ ら れ
て き た 全 国 画 一 の 中 央 集 権 的 村 落 行 政 組 織 を 、 民
主 的 な 地 方 分 権 化 に よ っ て 再 編 し よ う と す る も の
で
あ っ た
○’　　　　　　　　　　　　　　　　　　
￥　　　　　　　　
・　　I
イ ン ド ネ シ ア で は 、 こ の よ う に21 世 紀 の 始 ま
り と と も に 政 治 的 状 況 の 変 化 が 農 村 社 会 の 末 端 ニに
ま で お よ ぶ よ う に な り 、犬 か つ て ス ハ ル ト 体 制 下 で
見 ら れ た 郡 、 県 な ど の 上 位 政 府 と 結 び つ い た 村 の
り ー ダ ウ や 伝 統 的 な 長 老 の 影 響 が 薄 れ て 、 い わ ば
誰 も が 村 の さ ま ざ ま な 政 治 的 決 定 に 参 加 で き る よ
う に な っ た の で あ る 。　　　　　　　　　　　 ＼
そ こ で 、 本 報 告 で は 、 ジ ャ ワ 農 村 の 一 つ 、 ジ ョ
ク ジ ャ カ ル タ 特 別 州 （Daerah Istimewa
Yogyakarta ） 内 の バ ン ト ゥ ル 県 （Kabupaten
Bantul ） サ ン デ ン 郡 づKecamatan Sanden ） ム ル
テ ィ ガ デ ィ ン 村 （Desa Murtigading ） の 事 例 を 取
り 上 げ 、1999 年 地 方 行 政 法 の 制 定 以 降 村 落 行 政 組
織 が ど の よ う に 再 編 さ れ て き た の か 、 と り わ け 住
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民参加組織がどのように再編されてきたのか、そ
してそれによって実現した村落自治とはどのよう
なものなのか、を明らかにしてみたい。
2 1979 年村落行政法制定以前の
村落行政
植 民 地 時 代 の イ ン ド ネ シ ア に お い て 最 初 に 現 地
人 村 落 を 対 象 に し た 体 系 的 な村 落 行 政 制 度 が 制 定
さ れ た の は 、1906 年 に ジ ャ ワ と マ ド ゥラ の 総 督 地
を 対 象 に 村 落 の行 政 や 財 政 に 関 す る 規 則 を 定 め た
村 落 条 例 べOrdonansi Desa ） で あ っ た1言 植 民 地
政 府 は、 こ れ に よ っ て 村 落 を 地 方 行 政 末 端 の 単 位
と し て認 め た が 、 そ の 統 治 を村 落 の 裁 量 に 委 ね た
た め、 村 落 はそ れ ぞ れの 慣 習 的 な 規 範 に よ っ て 運
営 さ れ た 。 ま た、 こ の 条 例 が お よ ば な か っ た ジ ャ
ワ とマ ド ゥ ラ 以 外 の 外 島 で は、 そ れぞ れ の 地 方 の
慣 習 法 （adat ） に従 っ て 村 落 社 会 が 組 織 さ れ て い
た た め、 イ ンド ネ シ ア 全 土 に お け る 村 落 の存 在 形
態 は非 常 に 多 様 で あ っ た 。 か つ て レ ッ グ が、 地 方
の 村 落 行 政 に 関 し て「 む し ろ 法 律 が 混 乱 し た 状 態 」
だ っ た と 指 摘 し た2）よう に、 イ ン ド ネ シ ア に お け
る 村 落 は 、 独 立 の 初 期 にい た る まで こ の よ う に 統
一 的 な枠 組 み の下 に は な かう た の で あ る。
独 立 後 の イ ンド ネ シ ア にお け る 地 方 行 政 の 指 針
と なっ た の は、 周 知 の よ う に1945 年 憲 法 第18 条
の 地 方 行 政 につ い て の 規 定 で あ っ た 。 す な わ ち 、
第18 条 で は、地 方 行 政 につ い て「イ ンド ネ シ ア は
大 小 の 地 方 に 分 け ら れ る。 こ れ ら の 大 小 の 地 方
は 、 国家 行 政 機 構 に お け る協 議 原 則 と、 特 別 な 特
徴 を もり 地 方 に 固 有 な 権 利 を 考 慮・尊 重 し なが ら、
法 律 に よ っ て 定 め ら れた 行 政 機 構 を もつ 。ム」3）と 定
め ら れ た 。 ま た、 同 条 の 条 文 解 説 に よ れ ば、 イ ン
ド ネ シ ア 国 内 に は お よそ250 め 自 治 領 と 、 ジ ャ ワ
と バ リ の デ サ （desa ）、 ミ ナ ン カ バ ウ の ナ ガ リ
（nagari ）、 パ レ ン バ ンの ド ゥ ス ン （dusun ） や マ
ル ガ （maruga ）な ど の村 落 社 会 があ り 、し か も 、そ
れぞ れ 地 方 に は 固 有 な 機 構 や 特 徴 が あ る た め 、一そ
れらを考慮すべきことが指摘されていた。すなわ
ち、それぞれの地方は、従来通りの固有な行政組
織を継続させることが容認されてきたのである。
その後、1948 年に地方行政に関する法律第22
号が制定され4)、村落は、第1 級の州、第2 級の県
に次しぐ第3 級の地方自治体と定められたが、同法
では村 落行政組織そのものについては規定し な
かった。しかし、ごのような地方行政制度の組織
化によって地方が中央政府の従属下に置かれるよ
うになったことは、結果的に地方の強い地域主義
イデオロギーに基づいた反発を招くことにもつな
がった5)。さらに、1957 年に地方行政に関する法
律第1 号が制定されたが、結局インドネシア全域
にわたる統一的な村落行政に関する最初の法律が
制定されたのは、1965 年の地方行政に関する法律
第19 号であった6)。この法律によって、第3 級の
づ
自治体として村落の行政組織、役割、権限などに
関することが規定された。
しかし、それまで慣習的に運用されてきた村落
は、この中央政府が定める末端行政機関としての
枠に収まるものではなかった。たとえば、上記の
デサ、 ナガリ、ドゥスン、マルガなどの他にも、
アチェのガンポン(gampong) 、バタックのフタ
(huta) 、ミナハサのマヌア(manua) 、南スラウェ
シのレンバン・(lembang) などのように、村落の
名称が地方によってさまざまに呼ばれたばかりで
なぐ、それぞれの村落の規模や行政組織の在り方
も多 様であった。しかし、このような状態は、新
秩序体制の下に中央政府による強い地方支配と統
制を必要としたスハルトの望むところではなかっ
たのである。　　　　　　　　　　　。・
3 。1979年村落行政法の村落行政
組織　　　　　　‥‥　‥
（1）1979 年 村落行政 法の理 念 と基本 的枠
組み
スハルトの新秩序体制は、本稿の冒頭でも触れ
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た よ う に 、開 発 と安 定 が そ の二 本 柱 を 成 し てお り、
多 民 族 国 家 の 政 治 と 社 会 秩 序 を 安 定 させ 、 そ の安
定 し た 社 会 体 制 の 下 で 全 国 の 隅 々 にい た る まで 開
発 政 策 を 推 進 す る こ と を 目 指 し た の で あ る 。 1979
年 村 落 行 政 法 は 、 まさ に そ の よう な 新 秩 序 体 制 を
推 進 す る た め の 基 盤 作 り と し て 制 定 さ れ た も の だ
と い う こ と が で き る 。 ア ン ト ロ フ は、 こ の1979
年 村 落 行 政 法 の 制 定 の 意義 に つ い て 、 新 秩 序 体 制
の 推 進 者 達 は村 落 社 会 を そ の 体 制 を実 現 す る た め
の 運 搬 車 とし て 利 用 し た の だ 、-と指 摘 し て い る7）。
す な わ ち 、1979 年 村 落行 政 法 の 理 念 に 従 え ば 、 あ
ら ゆ る 部 門 で 開 発 を 持 続 さ せ 、 国 是 で あ る パ ン
チ ャ シ ラ （pancasila ） の 理 念 を実 現 さ せ4 イ ン ド
ネ シ ア 国 民 の た め に 精 神 的 に も物 質 的 に も 繁 栄 し
た社 会 を 築 く た め に は、 村 落 行 政 組 織 の 強 化 が 重
要 だ と 考 え た の で あ る（1979 年 村 落 行 政 法 の 前 文
c お よ び1979 年 村 落 行 政 法 の 解 説1 ）。 そ し て 、
開発 と安 定 の 二 本 柱 を実 現 す る た め に は、 村 落 の
末 端 に い た る ま で 地 方 の充 分 な 指 導 と統 制 が 不 可
欠 だ と し て 、 全 国 の 行 政 末 端 単 位 を成 す 行 政 村 落
の 名 称 を 「デ サ （desa ）」に 統 一 す る と と も に、村
落 行 政 組 織 の 整 備 と 画 一 化 を 図 っ た ので あ る
（1979 岸 村 落 行 政 法 の前 文b お よ び1979 年 村 落
行 政 法 の 解 説4 ）。
1979 年 村 落 行 政 法 が 制 定 さ れ た こ と に よっ て 、
村 落行 政 組 織 は 、 そ れ ぞ れ の 地 方 に 固有 な 統 治 形
態 が排 除 さ れ √ ジ ャ カ ル タ の 内 務 省 の デザ イ ン に
従 づ て 、 全 国 的 に 同 じ 鋳 型 の 中 に枠 付 け さ れ、 画
二 化 さ れ る こと に なっ た 。 そ れ は、 そ れ ぞ れ の 地
方 に 継 承 さ れ て きた 独 自 の 統 洽|貫行 や 権力 構 造 、
相 互扶 助 など の 社 会 保 障 慣 行 を解 体 さ せ る こ と に
もつ な が り、 行 政 単 位 と し て の 村 落 の 再 編 ば か り
か、 さ ら に は 村 落 社 会 そ の も の の 再 編 に も つ な
が っ た6　　　 。、　二　 十　　　I.　　 ‥‥‥‥　‥　 ‥
そ こ で 、 村 落 行 政 単 位 数 の 推 移 を みる と、 表1
に示 す よ う に1979 年 村 落 行 政 法 の 制 定 以 降 全 国
の村 落 数 が 非 常 に 増 加 し て き た こ と が 分 か る。犬こ
こ に は 示 さ れ て い ない が 、 もち ろ ん 増 加 の 顕 著 な
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表1　 イン ド ネシ ア行政 村 落数 の推移
年 1956 1961 1974 1983 1986 1989 1996 2000 2005
行政村数 47,305 39,434 50,101 66,154 67,949 67,033 66,158 69,081 71,555
指数 100 83.4 105.9 139.8 ｀　143.6141.7 139.9 146.0 151.3
資料:1956 、1961、1974、1986 年 はKato  （1989、p. 90) により、そ れ以外の年 は、Statistik Indonesia
1983、1991、1996 、2000、2005/6 より作成。
地 方 も あ れ ば さ ほ ど変 わ ら ない 地 方 も あ り 、 こ の
増 加 傾 向 は州 別 に み て も一 様 で は な か っ た 。 し か
し 、 こ の よ う に 行 政 村 落 数 が 同 法 の 制 定 以 降 に顕
著 な 増 加 傾 向 を示 し て きた こ と は 、 た と え こ の 間
に 人 口 増 に よ る村 落 の 分 割 が あ っ た と し て も、 や
は り 上 か ら の 指 導 に よ っ て1979 年 村 落 行 政 法 の
理 念 に 従 っ た 行 政 村 落 造 りが 行 わ れて き た か ら だ
と み る こ と が で き る 。 1981 年 に 出 さ れ た 「1981
年 村 落 の 構 成 、 統 廃 合 、 お よ び 廃 止 に 関す る 内 務
大 臣 令 第4 号 」（以 下 「1981 年 内 務 大 臣 令 第4 号 」
と 略 記 ）8）の 第3 条a に よ れ ば 、 村 落 で あ る た め
の要 件 の一 つ と し て 、 少 な く と も 人 口 数 が2,500
人 、あ る い は 世 帯 数 が500 世 帯 以 上 と さ れて い た 。
Kato と 島 上 は 、 行 政 村 落 の 分 割 を 助 長 し た 要
因 の 一 つ に 、 ス ハ ル ト の 第1 次5 ヵ 年 計 画 が ス
タ ー ト し た1969/70 年 か ら 実 施 さ れ て き た 一 般 に
イ ン プ レ ス ・デ サ（DesaINPRES ）と 呼 ば れ る「大
統 領 訓 令 に 基 づ く 村 落 補 助 金 」（Bantuan Desa
Instruksi Presiden ）の交 付 政 策 の 実 施 が 影 響 し て
き た こ と を 指 摘 し て い る9）。 な ぜ な ら、 こ の 補 助
金 の交 付 制 度 に よ っ て、 交 付 対 象 の 村 落 に な り さ
え す れ ば 、 そ れ が 新 設 の 村 落 で あ っ て も村 落 規 模
の 大 小 に か か わら ず 毎 年 同 じ 額 の 交 付 金 を 受 け る
こ と が で きた か ら で あ る 。
前 述 し た よ う に、1979 年 村 落 行 政 法 の 制 定 に
よっ て、 行 政 村 落 は全 国 的 に 画 一 化 さ れ て 、 国 の
行 政 機 構 の’な か で 郡 長 （Camat ） の 下 に位 置 す る
最 下 位 の 行 政 組 織 とし て 明 確 に 組 み 込 ま れ る こ と
に な っ た （1979 年 村 落 行 政 法 第1 条c ）。 法 律 で
は、 村 落 は 自 ら の 事 柄 に 関 し て は 自 己 管 理 権 を
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持っているかのようにも表現されたが(1979 年村
落行政法第1 条a) 、しかしそれは、同法の解説で
述べられているように村落自治を意味するもので
はなかった(1979 年村落行政法の解説7) 。村長
(Kepala Desa)は、いわば国や州、県、郡の地方
政府から権限行使の付託を受けていたものであっ
たから、郡や県の承認がなければほとんどなにも
することができなかった。とくに、村落の予算な
どのように村落で事を決したりする際には、県知
事(Bupati) の承認を必要とした(1979 年村落行
政法第19 条)。これらのことは、国と上位の地方
政府に対して、村長が従属するのはもとより、村
長を介して村落住民白身も従属することを意味す
るものであった。したがって、村落からのいわゆ
るボトムアップによるざまざまな要請や改革は、
国や上位の政府機関の意向と一致したものでない
かぎり、受け入れられる余地はなかった。このよ
うなトップダウンによる中央集権的な行政機構が
組織されたことによって、後にも触れるように国
の多くの省庁が多様な農村開発に関するプログラ
ムを下達してその実施を推進したため、村落社会
は行政村落としてますます強固に国家行政機構の
中に組み入れられるとともに画一化されていった
のである。
このように行政村落の画一化が進められた結
果、島上が1979 年村落行政法の制定にともなう
インパクトとして、村落単位の大幅な再編、村落
行政機構の画一化とともに指摘したように、地方
の隅々にいたるまで村落行政の官僚制化か進ん
だ10)。上で触れたように、村長などの承認権や任
命権が上位の地方政府の首長にあったために、村
落リーダーの権威と権力は、結果的に地方政府の
首長やその機関と結びつぐことによってその正当
性が保証された。したがって、従来の村落の名望
家や特権層に加えて新興勢力 も、スハルトの新秩
序体制下でリーダー層を志向するためには、地方
政府の首長やその機関と結びつき、その忠実な官
吏となることが求められた。し かも、・これらの
リーダー達は、かつてのような特別な系譜や伝統
を担った人間ではなく、常に村落の中で村民と一
緒に生活している人びとであった。そして、その
身近な存在こそが、スハルトの新秩序体制の伝達
者として、新秩序体制の安定性や正当性を暗黙の
うちに村落住民に周知 させる役割を果たした。
1970 年の大統領訓令第6 号（INPRES Nomor 6
Tahun 1970 ）によって、すべての公務員は、1979
年村落行政法に定める村落の役人も含めて、スハ
ルトの選出装置となった政党ゴルカル（Golongan
Karya : GOLKAR ）を指示することが求められ、
中央から地方末端の村落にいたるまで公務員の世
界に新秩序体制を支える忠誠原理が導入されたの
である。こうして村落のリーダーは、国や上位の
地方政府への忠誠や服従と引き替えに村落社会の
内部ではほとんど無制限に権力の行使が許され、
最も権威的な存在となることができた。し
（2ト1979 年 村 落 行 政 法 の 村 落 行 政 組 織
そ れ で は 、1979 年 村 落 行 政 法 よ っ て 全 国 画 一 に
組 織 さ れ た 村 落行 政 組 織 は ど の よ う な も の で あ っ
た の か を 次 に み て み よ う。
1979 年 村 落 行 政 法 で は 、村 落 行 政 府 は村 長 と 村
落 協 議 会 （Lembaga Musyawarah Desa : LMD ）
め 二 者 に よ っ て 構 成 さ れ、 そ の両 者 を 支 え る 行 政
機 構 は 村 落 事 務 局 づSecretariat Desa ） と 部 落 長
（Kepala Dusun ）の 二 者 で 構 成 さ れ る 、 と定 め て
い た （1979 年 村 落 行 政 法 第3 条 ）。 し か し 、 村 落
協 議 会 の 議 長 は 村 長 が 、 ま た 同 書 記 は 村 落 書 記
（Sekretaris Desa ） が、 そ れぞ れ 職 権 で 兼 務 す る
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と とも に、 そ の 他 の協 議 員 も村 長 が任 命 す る こ と
に な っ た た め 、 長 老 に か わっ て村 長 が 強 い 権 限 を
持 つ よ う に な っ た。 し た が っ て、 村 落 協 議 会 は 、
村 長 の村 落 行 政 にお け る 政 策 決 定 や そ の 推 進 を 補
佐 す る た め に 設 置 が 決 め ら れ た も の で あ る が 、 あ
た か も め く ら は判 を押 す の に 等 し い存 在 と な り 、
実 質 的 に村 落 行 政 の チ ェ ッ ク機 能 を 持 だ ない の も
同 然 で あ っ た 。 そ の こ と が 示 す よ う に 、 村 長 や 村
落 役 人 は 職 務 に 対 す る 責 任 を村 落協 議 会 や 村 落 住
民 に 対 し て で は な く、 郡 長 に代 表 さ れ る 上 位 の 地
方 政 府 に 対 し て 負 っ て い た の で あ る 。 換 言 す れ
ば 、 か れ ら は 村 落 内 部 に 向 かっ て は 絶 大 な権 限 を
持 っ た き わ め て 権 威 的 な 存 在 で は あ っ た が 、 上 位
の 政 府 機 関 に 対 し て は む し ろ 無 力 に 近 か っ た の で
あ る 。　　　■　　　　　　　　　　■ 　　　
■
そ こ で 、1979 年 村 落 行 政 法 に よ っ て 再 編 さ れ た
行 政 村 落 は 、 中 央 政 府 か ら地 方 の 行 政 村 落 に い た
る 中 央 集 権 的 行 政 機 構 の 中 で 、 次 の よ う に最 末 端
単 位 とし て 組 織 さ れ た 。
① 中 央 政 府　　　　　 ‥
大 統 領 （Presiden ） は 国 民 協 議 会 （Majelis
Permusyawaratan Rakyat : MPR ） に よっ て 選
出 さ れ 、 任 期 は5 年 。 国 務 大 臣 （Menteri
Negara ） は 大 統 領 に よ っ て 任 命 さ れ る。
② 州 （Propinsi ） ＼
州 知 事 （Gubernur ） は 州 の 長 で 、 州 議 会
（Dewan  Perwakiran Rakyat Daerah Tingkat
l : DPRD I ） に よっ て 選 出 さ れ 、 大 統 領 の承 認
を 受 け な け れ ば な ら な い 。 任 期 は5 年 。　　ト
③ 県 （Kabupaten ）　 つ
県 知 事（Bupati ）は 県 の 長 で、県 議 会 ノ（Dewan
Perwakiran Rakyat Daerah Tingkat IT : DPRD
II） に よ っ て 選 出 さ れ、 大 統 領 の承 認 を 受 け な
け れ ば な ら ない 。 任 期 は5 年 。
④ 郡 （Kecamatan ）
郡 長 （Camat ） は 郡 の 長 で 、 州 知 事 に ょ っ て
指 名 さ れ る 。
黒柳 晴夫 ／イ ンド ネシアの地方分権化 による村落自治組織 の再編(1)
⑤村落（Desa ）
以下の記述参照。
このようにより上位の行政府がより下位の行政
府の首長選出に際してその承認権等を持つことに
よって、大統領の中央集権的行政機構が作り上げ
られた6 行政村落は、まさにその最末端で直接村
落住民に結びつく行政組織と七て再編された。先
犬にも触れたように行政村落の名称は、全国統一し
て デサ（desa）と呼ばれるようになった。また。
村落はさらに部落に細分されていたが、その部落
の名称も全国統一してドゥスン（dusun ）と呼ば
れるようになうた。　　　　　　 上
村落行政組織を代表する村長は、村民の直接選
挙によって選ばれ、県知事の承認を受けなければ
ならなかった（1979 年村落行政法第6 条）。村長
の被選挙権を持つ者は、村内に2 年以 上居住して
いる者で、25 歳以 上で60 歳 までの者であった
（1979 年村落行政法第4 条）。村長の任期は1 期
8 年で、再選は1 回認められた（1979 年村落行政
法第7 条）。したがって、村長の在職期間は無制
限ではなく、最年長在職期間は68 歳までとなっ
た。他方、村長の選挙権を持つ者は、17 歳以上あ
るいは既婚の村内居住者であった（1979 年村落行
政法第5 条）。　　　　　　　　　 ニ
1979 年村落行政法の制定以降、同法を全国でも
れなぐ統一して施行していぐために、関連した政
令、内務大臣令、内務大臣決定などが相次いで出
され、村落行政の組織や事務などについてさらに
詳細な規定が示された。 1981年に出された「1981
年村落行政の役割とその機構の基本的な組織構成
に関する内務大臣令第1 号よ（以下「1981 年内務
大臣令第1 号」と略記戸 によればレ前述の1979
年村落行政法で定められていたように、村落行政
府は、村長、村落協議会、それと村落行政機構に
よって構成される、と規定された。そのうち村落
協議会は、議長、書記、しそれと協議員で構成され、
協議員の構成員数は9 人以上15 人以内と規定さ
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れ た （1981 年 内 務 大 臣 令 第1 号 第2 条 ）。 ま た、
村 落行 政 機 構 は村 落 事 務 局 と 部 落 長 に よ っ て 構 成
さ れ、 そ の う ち前 者 の 村 落 事 務 局 は 、 書 記 と 各 部
門 の 長 （Kepala Urusan ） に よ っ て 構 成 さ れ る 。
各 部 門 の 構 成 は、最 低 で も 行 政 （Pemerintahan ）、
開 発 （Pembangunan ）、 総 務 （Umum ） の3 部 門
を 、 ま た 最 高 の 場 合 は 行 政 、 開 発 、 住 民 福 祉
（Kesejahteraan Rakyat ）、財 政 （Keuangan ）、総
務 の5 部 門 を 置 か な け れ ば な ら な い とし た （1981
年 内 務 大 臣 令 第1 号 第2 条 ）。 そ し て、村 長 は、村
落 政 府 の 役 割 とし て村 落 行 政 を リ ー ド す る 地 位 に
あ る だ け で は な く、 中央 政 府 と 地 方 政 府 の 役 割 と
し て 村 落 行 政 をリ ー ド す る 地 位 に もあ る こ と も規
定 さ れ て い た（1981 年 内 務 大 臣令 第1 号 第3 条 ）。
そ こ で 、 上 述 七 た1979 年 村 落 行 政 法 の 行 政 機
構 内 容 を 確 認 す る た め に 、 同 内務 大 臣 令 に 添 付 さ
れ た 村 落 行 政 機 構 図 を示 し て お く と 、 下 の 図1 の
よ う で あ っ た 。
こ の 図 で も分 か る よ う に 、 村 落 内 は さ ら に 下 位
の 自 治 単 位 を な す 部 落 に 分 け ら れ、 そ の名 称 が 前
述 し た よ う に ド ゥス ン に 統 一 さ れ た 。 こ の 部 落 を
代 表 し 、部 落 を 統括 す る の が 部 落 長 で あ う た（1979
年 村 落 行 政 法 第16 条 ）。 ま た、 部 落 の な か は 隣 組
（Rukun Tetangga : RT ） に分 け ら れ て、 さ ら に
1980 年 か ら は 複 数 の 隣 組 が 集 ま っ て 大 組（Rukun
Warga : RW ） が 組 織 さ れ る よ う に なう た 。
ま た 、 村 落 協 議 会 と は 別 に 、1980 年 に 大 統 領
令12）に よっ 七 「村 落 開 発 推 進 協 議 会 」（Lembaga
Ketahanan  Masyarakat  Desa : LKMD ） を 設 置 す
る こ と が 義 務 づ け られ た 。 こ の 委 員 会 は、1971 年
か ら村 落 行 政 へ の 住 民 参 加 を は か り 、 住 民 福 祉 の
向 上 を推 進 す る た め に 組 織 さ れ て きた 「村 落 社 会
協 議 会 」（Lembaga Sosial Desa : LSD ） の 機 能 を
高 め て 完 全 に す る た め に 組 織 さ れ た も の で 、1979
年 村 落 行 政 法 の な か に は 規 定 さ れ て い ない 組 織 で
あ っ た13）。 村 落 開 発 推 進 協 議 会 は 、 村 落 開発 政 策
を 推 進 す る た め に村 落 住 民 の 参 加 を 促 すい わば 村
長 へ の協 力 組 織 で あ り 、 村 落協 議 会 の 場 合 と同 様
Lingkungan) 、 計 画 出 産 に よ る 人 口 抑 制 や家 族 福
祉 向 上 な ど の プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る 婦 人 組 織 の
ペ ー カ ー カ ーPKK  (Pembinaan Kesejahteraan ・
Keluarga) お よ び そ の 隣組 レ ベ ル の婦 人 組 織 の ダ
サ ウ ィ ス マ ベDasa Wisma) 、 少 産 少 死 の た め の 育
児 改 善 と 母 子 保 健 改 善 の た め の プ ロ グ ラ ム を 実 施
す る・組 朧 の ポ ス ヤ ン ド ゥ ーPosyandu レし(Pos
Pelayanan Terpadu) 、 農 業 振 興 や 農 業 技 術 の 改
善 と普 及 の た め の 農 民 グ ル ー プ の クロ ン ポ ッ ク ・
タニ(Kelompok Tani) 、若 者 の 健 全 育 成 と 社 会 貢
献 を 推 進 す る た め の 青 年 組 織 の カ ラ ン タ ル ナ
(Karang  Taruna) √ 小 学 校 未 就 学 成 人 を 対 象 に
同 課 程 レ ベ ル の パ ケ ッ トA(Paket A) と 呼 ば れ
る 教 材 を 使 っ て 行 わ れ る ノ ン フ オーマ ル ・エ デ ュ
ケ ー シ ョ ン を受 け る 学 習 グ ル ープ の ク ジ ャ ー ル ・
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図1　1979 年村落行政法に基づく村落行政機構
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LMD
（資料）1981 年内務大臣令第1 号
に村長が議長を兼任し、委員を任命するもので
あった。
（3） 官製 の 村落 住民 動 員組 織
このように1979 年村落行政法の制定によって
中央集権的な行政村落の組織が整えられると、中
央政府は各省庁を通じて国家優先の開発政策を促
進し、反政府活動を統制するために、行政村落の
みならずその下の部落や隣組のレベルにいたるま
で全国一律的な官製組織のネットを縦横に張り巡
らし、ここに村落住民を取り込む方策を推進した。
たとえば、それらの例をあげると、隣組の土ル
テー（RT ）と大組のエルウェ ：ー（RW ）、近隣地区
内の夜間防犯警備のプログラムを実施する組織の
シ ス カ ムリ ンSiskamling  （Sistim Keamanan
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パ ケ ヅトA(Kelompok Belajar ( ＝Kejar)Paket
A) 、 政 府 の 提 供 す る 情 報 を 視 聴 学 習 し て 農 村 開
発 政 策 へ の 理 解 と 参 加 を 促 す た め の 視 聴 学 習 グ
ル ー プ の ク ロ ン プ ン チ ャ ピ ルKelompencapir
(Kelompok Pendengar, Pembaca dan Pemirsa)
な ど が 、 全 国 ど こ で も 組 織 さ れ た 代 表 的 な 例 で
あ っ た 。
こ の よう な 官 製 組 織 を 地 方 の 隅 々 に ま で 張 り 巡
ら す こ とが 可 能 に な っ た の は 、 安 定 し た 社 会 体 制
の 下 で 地 方 の 開 発 を 推 進 す る た め に1979 年 村 落
行 政 法 が 制 定 さ れ、 中 央 集 権 的 な 行 政 機 構 が 作 ら
れ た こ とが 重 要 な 背 景 と なっ た こ と は 明 ら か で あ
る 。 前 に も 触 れ た よ う に 、 中 央 の テ ク ノ ク＼ラ ー ド
中 心 に 策 定 さ れ た1979 年 村 落 行 政 法 は 、 一 方 で
村 落 社 会 を全 国 画 一 的 な 中 央 集 権 的 行 政 村 落 と し
て 制 度 化 し た が 、 他 方 で 多 民 族 国 家 の多 様 な 村 落
社 会 の 存 在 を 無 視 す る も の で あ っ た 。 し た が っ
て 、1979 年 村 落 行 政 法 に 定 め ら れ た村 落 行 政 の 理
念 が 地 方 社 会 に 出 来 る だ け 速 や か に受 け 入 れ ら れ
て い く た め に は 、 こ の 制 度 の 目 標 や 操 作 を な るべ
く簡 単 明 瞭 で 分 か り や す く す る こ と が 必 要 で あ っ
た 。 そ の 意 味 で は 、 上 記 の よ う に 官 設 集 団 を 縦 横
に組 織 し て そ こ に住 民 を 取 り 込 む 方 策 は 、1979 年
村 落 行 政 法 の 目 標 や 制 度 の 仕 組 み を広 く 村 落 住 民
に周 知 し
ゝ
。　・'理 解 を 得 る ご と に 有 効 な方 法 で あ っ た
とい え る 。　上　 っ
1979 年 村 落 行 政 法 が 、全 国 一 律 の村 落 行 政 組 織
を 制 度 化 す る た め の 指 針 とし た モ デ ル は 、 ジ ャ ワ
農 村 の 村 落 行 政 組 織 を 基 本 と し て そ れ に 修 正 を加
え た ノも の で あ っ た 。 し た が っ て 、1979 年村 落 行 政
法 が 制 定 さ れ て も、 ジ ャワ 農 村 で は、 基 本 的 に 従
来 か ら の 村 落 行 政 組 織 と大 き く 変 わ る と こ ろ は 少
な か っ た 。 と こ ろ が、 ジ ャ ワ 以 外 の外 島 で は、多
く の 地 方 社 会 で 従 来 か ら の慣 習 法 に よ る 村 落 行 政
組 織 を 大 き く 修 正 し 、 改 編 し な け れ ば な ら な か っ
た の で あ る14)。　　　　　　　　　　　　　 ト
し か し 、 上 述 し た よ う に 様 々 な 問 題 を 克 服 し な
が ら 、1979 年 村 落 行 政 法 の定 め る 行 政村 落 の 組 織
8
化は全国的に進んだが、それはまた、このような
村落行政制度が、中央政府の官僚的支配の道具に
なってきたことを示すものでもあった。
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